
平成１７年度 上三川町予算の概要 

平成１７年度は、「新総合計画 かみのかわ２１」 の後期基本計画の 

最終年度です。町の将来像「快適 ふれあい 活力のあるまち 上三 

川」の実現を目指し、計画的に施策の展開を図るべく、平成１７年度 

の予算を編成しました。 

引き続き厳しい財政環境の中での予算編成のため、財源の確保に苦 

心しました。 

歳入面では、町税の的確な収入見込みによる自主財源の確保に努め 

るとともに、国庫支出金を積極的に導入して依存財源の確保を図るこ 

ととしました。 

また、歳出面では、引き続き経常経費の削減に努め、財源の重点的 

かつ効率的な配分に留意しました。 

このような方針に基づき編成した一般会計予算は、８９億６，００ 

０万円で、前年度当初予算に比較して８億９，０００万円、９．０％ 

の減となりました。なお、町税は前年度比１８．９％増の５６億６， 

３７４万５千円、地方譲与税は前年度比２３．５％増の２億９，１０ 

０万円、地方交付税は前年度比６３．４％減の８，０００万円、国県 

支出金は前年度比７．１％増の１０億４，６６８万８千円を見込み、 

目的基金の活用と財源調整のため財政調整基金等から総額５億４，４ 

９７万２千円を繰り入れることとしました。 

各特別会計予算は、まず、国民健康保険事業予算は２３億６，２０ 

０万円、前年度比２．０％増、老人保健事業予算１７億５，９００万 

円、前年度比１１．０％減、介護保険事業予算１１億２，９００万円、 

前年度比１．６％増、公共下水道事業予算１１億７，２００万円、前 

年度比５．５％増、上三川霊園造成事業予算３３４万７千円、前年度 

比４９．７％減、農業集落排水事業予算４億２，０００万円、前年度 

比４４．４％の減、用地先行取得事業予算１億３，５００万４千円、 

前年度比１，５５０．０％の増となりました。 

以上、一般会計と特別会計を合計した予算総額は１５９億４，０３



５万１千円となり、前年度当初予算に比較して１１億９，６４８万７ 

千円、７．０％の減となりました。 

次に、水道事業予算は、収益的収支は、収入５億１，３４７万８千 

円、支出４億６，９３６万２千円、資本的収支は、収入３億６，８９ 

８万９千円、支出６億１，７６３万１千円となりました。 

平成１７年度の主な事業は次のとおりです。 
(１ ) 中心拠点施設整備事業 ２３４，５４２千円 

（整備事業、特別会計繰出金等） 
(２ ) 保健福祉対策事業 ４９４，３０５千円 

（在宅介護支援センター運営補助、予防 

接種、各種検診、支援費制度、医療費 

助成等） 
(３ ) 学校施設整備事業 ４１８，３００千円 

（小・中学校施設整備） 
(４ ) 上水道事業 １１６，４５５千円 

（第６次拡張計画） 
(５ ) 下水道事業 ６２８，３３０千円 

（公共下水、特定環境） 
(６ ) 首都圏農業推進事業 １３，８５２千円 

（パワーアップ推進事業、 園芸産地対策） 
(７ ) 農業集落排水整備事業 ３３１，５９３千円 

（東部地区・南部地区等） 
(８ ) 道路整備事業 ２８１，５００千円 

（道路改良・道路維持・交通安全施設等） 
(９ ) 市街地整備事業 ２８７，３１６千円 

（富士山・願成寺地区等）


